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再
生
産
価
格
を

維
持
で
き
る
防
除

毎
日
食
べ
る
食
料
品
が
何
か
と
不
安
な
今

日
、
こ
こ
は
原
点
に
戻
っ
て
生
産
方
法
を
十
分

に
検
討
す
べ
き
時
期
で
す
。

今
日
の
社
会
現
象
か
ら
私
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

の
必
要
性
を
十
分
認
識
し
ま
す
。
し
か
し
、
農

産
物
の
生
産
に
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
す
る
に
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
数
回
の
防
除
は
し
な

い
と
再
生
産
価
格
を
維
持
で
き
ま
せ
ん
。

私
が
モ
モ
に
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｐ
を
使
い
始

め
て
六
〜
七
年
に
な
り
、
た
し
か
に
対
象
害
虫

に
対
し
て
は
効
果
を
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
で
防
除
が
完
璧
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
以
外
の
害
虫
に
対
し
て
は
、
と
に

か
く
観
察
・
予
察
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
ま
ず
、
主
に
葉
を
見
て
、
健
全
な
生
育

を
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
防
除
に
手
が
か
か
り

そ
う
な
樹
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

ま
た
、
畑
を
観
察
す
る
際
に
は
、
九
カ
所
に

わ
か
れ
た
畑
の
う
ち
、
主
な
畑
に
置
い
て
あ
る

フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
も
よ
く
見
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
葉
と
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ

プ
の
ど
の
へ
ん
を
見
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、

少
し
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
育
ス
テ
ー
ジ
の
確
認
が

防
除
の
第
一
歩

ま
ず
、葉
の
ほ
う
の
観
察
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、

私
は
自
分
の
園
地
に
あ
る
各
品
目
の
脱
萌
、
発

芽
、
展
葉
、
豆
葉
、
本
葉
、
こ
の
順
序
を
必
ず

確
認
し
て
い
ま
す
。

標
高
に
よ
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
年
の
気
象

条
件
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
落
葉
果
樹
の
場

合
、
平
坦
部
で
は
花
が
先
で
、
そ
の
次
に
展
葉

と
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
標
高
約
二
〇
〇
〜

二
五
〇
ｍ
以
上
に
な
る
と
、
展
葉
が
先
で
次
に

開
花
と
い
う
順
序
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
こ
こ
何
年
間
は
同
じ
平
坦
地
で
も
異

常
気
象
に
よ
り
、
同
時
開
花
現
象
が
見
ら
れ
ま

す
。開

花
を
確
認
し
た
ら
自
分
な
り
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
成
し
ま
す
。
品
目
、
場
所
に
よ
る
差
は

発
生
し
ま
す
が
、
開
花
日
か
ら
満
開
日
と
成
熟

日
数
（
収
穫
予
想
日
）
を
判
断
し
ま
す
。

満
開
後
三
〇
日
目
に
は
、
葉
が
五
枚
あ
り
、

果
実
が
鉛
筆
の
芯
の
太
さ
ぐ
ら
い
の
玉
に
な
っ

て
い
る
か
、
そ
し
て
満
開
後
五
〇
〜
六
〇
日
目

に
は
、
一
五
枚
目
ぐ
ら
い
の
葉
が
開
い
て
、
ゴ

ル
フ
ボ
ー
ル
ぐ
ら
い
の
果
実
に
な
っ
て
い
る

か
、
と
い
っ
た
生
育
の
具
合
を
見
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
観
察
か
ら
、
今
年
の
シ
ー
ズ
ン
は
順
調

に
生
育
が
き
て
い
る
か
を
判
断
し
、
防
除
が
多

そ
う
な
の
か
、
あ
る
い
は
健
全
な
生
育
を
し
て

い
る
の
で
防
除
の
負
担
が
少
な
い
か
を
判
断
し

ま
す
。

現代農業2002.6

フェロモン剤で農薬代を安く

葉葉
のの
生生
育育
とと
フフ
ェェ
ロロ
モモ
ンン
トト
ララ
ッッ
ププ

はは
ここ
ここ
をを
見見
るる

山
田

義
彦
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第1世代　　第2世代 第４世代
越冬世代 第３世代　 第５世代　　 第６世代

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　 ９ 　 10 11

この虫にクローズ・アップ①

アブラムシ類
［発生生態］
ほとんどのアブラムシが幹や枝上で卵で越冬。春季、モモの芽がほころびはじめる前に孵化
し、蕾や芽、展葉が始まると主に葉裏に寄生、吸汁する。雌成虫は1日3～5匹の幼虫を産み、
その幼虫は7～10日で成虫になり、ものすごい勢いで増殖する。夏から秋は野菜に移り住み、
秋になると再び果樹に戻ってくる、ちゃっかり者の種類もいる。

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下（ 旬 ）
３ 　 ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　 ９ （ 月 ）

［モモアカアブラムシ］

［カワリコブアブラムシ］

［モモコフキアブラムシ］

新梢の葉を外側に縦に巻
きこみ、その中に寄生す
る

葉は巻かず、白粉におお
われた体調２mmくらい
の虫が葉裏に寄生する被
害の激しい時はスス状に
汚れる

▲ ▲ ▲ ▲
［症状］

葉表

葉の中にもぐって
食害し、曲がり
くねった白い
スジが現れる

やがて抜け
落ちて丸く孔が
あき、その周囲に
白いスジがある

葉から出て、ハンモック状の
繭をつくり、蛹になる

［発生のピークと防除のタイミング］

葉裏

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

第1世代の幼虫、第2世代の幼虫が孵化する、5月上旬と6月上旬が防除の最重要期。卵、孵化
幼虫に効果が高く、残効が長い合成ピレスロイド剤、硫酸ニコチン、IGR剤、クロロニコチ
ニル剤を散布する。この成虫発生初期の散布が遅れて幼虫の発生が目立つときは有機リン剤
を散布する。

［発生のピークと防除のポイント］ が防除適期

この虫にクローズ・アップ②

モモハモグリガ

※農業総覧『病害虫　診断防除編』や『庭先
果樹の病気と害虫』（米山伸吾・木村裕著
2500円・農文協刊）をもとに編集部で作成

［発生生態］
晩秋に羽化した成虫は、落葉下や樹幹の粗皮の隙間で越冬
する。越冬成虫は４月中下旬頃から現れ、葉の展開ととも
に葉の表面に１個ずつ産卵する。孵化するとすぐに葉の表
皮と裏皮の間の組織に潜入し、トンネルを掘るように食い
進みながら発育する。地域にもよるが６～７回発生する。
昼間は葉裏にひそんで夜間に移動する宵っ張り型。

抵抗性がついた薬剤が多いので注意。現時点ではネオニコチノイド剤（「アドマイヤー水和
剤」「モスピラン水溶剤」「ベストガード水溶剤」）が有効で、開花1週間後に散布。ただし、
モモコフキアブラムシは6月以降の発生が目立つので、浸透移行性の高い有機リン系殺虫剤
（「キルバール液剤」）やカーバメイト系殺虫剤（「アリルメート乳剤」）を使うとよい。発芽
前のマシン油散布で、孵化幼虫を防除できる。また、1日に20～30匹のアブラムシを食べる
天敵・テントウムシは保護すること。

［症状］モモに寄生するアブラムシの中でも被害が著しいのはこの３つ

▲
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な
お
、
葉
の
中
脈
（
中
肋
）
と
側
脈
の
角
度

が
開
い
て
い
る
と
、
後
半
の
生
育
が
落
ち
込
む

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
ん
な
と
き
も
後
半

に
な
っ
て
病
害
虫
に
手
こ
ず
り
そ
う
な
生
育
だ

と
思
い
ま
す
。

幼
虫
を
覚
え
る
こ
と

さ
て
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
の
ほ
う
で
す

が
、
設
置
し
た
ら
定
期
的
に
一
週
間
ご
と
に
巡

回
し
ま
す
。
全
部
の
畑
を
巡
回
す
る
に
は
約
一

時
間
か
か
り
ま
す
が
、
天
候
に
関
係
な
く
、
雨

や
風
の
日
で
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

そ
の
際
、
ト
ラ
ッ
プ
の
碁
盤
の
目
に
な
っ
た

面
の
と
こ
ろ
を
見
る
の
で
す
が
、
こ
の
時
に
頭

に
入
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
虫
の
幼
虫
の
姿
で

す
。こ

の
時
期
、
害
虫
で
あ
ろ
う
と
た
だ
の
虫
で

あ
ろ
う
と
、
幼
虫
は
み
な
同
じ
に
見
え
て
し
ま

い
ま
す
。
で
も
、
こ
こ
で
虫
の
名
前
を
間
違
え

る
と
、
そ
の
後
の
防
除
の
判
断
も
狂
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
確
実
な
防
除
を
し
て
、
農
薬
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
写
真
な
ど
を
見
な
が
ら
幼
虫
の

姿
を
頭
の
中
に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で

す
。

た
と
え
ば
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

の
幼
虫
は
わ
か
り
や
す
い
の
で
す
が
、
一
目
で

は
わ
か
り
に
く
い
の
が
、
キ
ン
モ
ン
ホ
ソ
ガ
と

ハ
マ
キ
ム
シ
で
す
。

シ
ン
ク
イ
ム
シ
と
モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ
の
両
者

も
よ
く
似
て
い
ま
す
。

主
要
な
害
虫
が
い
つ
発
生
す
る
の
か
、
と
い

っ
た
生
態
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
虫
の
姿
も
頭

に
入
れ
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。

虫
の
ピ
ー
ク
発
生
時
に
は

散
布
量
を
多
く

こ
ん
な
ふ
う
に
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
を

見
て
い
る
と
、
害
虫
が
い
つ
増
え
て
い
く
の
か

が
わ
か
り
、
い
つ
叩
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
り
ま

す
。
防
除
の
適
期
が
わ
か
る
こ
と
で
、
無
駄
な

防
除
を
し
な
く
て
す
み
ま
す
。

た
と
え
ば
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
は
、
五
月
に
二

回
目
の
産
卵
を
終
え
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
モ

モ
の
作
業
も
一
段
落
つ
き
、
桜
も
咲
い
て
ホ
ッ

と
す
る
せ
い
か
、
つ
い
防
除
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
が
ち
で
す
。
ト
ラ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
適
期
を

外
さ
な
い
よ
う
に
、
確
実
に
叩
く
よ
う
に
し
ま

す
。

現代農業2002.6

フェロモン剤で農薬代を安く

スモモ果肉内を食
害し蛹化するため
に脱出したナシヒ
メシンクイの幼虫
（土屋恒雄撮影）

葉肉を食害していたモモ
ハモグリガの幼虫が老熟
すると、葉から脱出して、
葉裏にハンモック状のマ
ユをつくり蛹化する
（土屋恒雄撮影）

リンゴの葉内に住
みつくキンモンホ
ソガの老齢（5齢）
（北村泰三撮影）



越冬虫対策と梅雨明け後が最重要期。
越冬場所は主に根元の粗皮部なのでマシン油乳剤を12月か2月に散布。翌年度対策として秋
季は早めに樹幹に紙やボロきれなどのバンドをして越冬虫を誘引し、春先活動前に処分する。
梅雨明け直後は、主脈沿いが白くなった葉を、枝幹に近いところで確認したら殺ダニ剤を散
布。抵抗性をつけないよう同一薬剤は連用しない。ハダニ類の天敵は殺虫剤に非常に弱いの
で、不必要な散布は避けるように。

［発生生態］
年間の世代数は東北で9～10回。雌成虫が枝や幹の樹皮の下
に潜み、眠った状態で越冬。消雪後まもなくして活動を始
め、新葉が開きだすと産卵を始める。だが、樹上で越冬し
たものは、モモの葉がまだ展葉しないので、いったん地表
の雑草や草生作物に移動する。下草で密度が高くなると樹
上へ移動する。梅雨明け後はとくに移動が多いというアク
ティブ派。樹上での最盛期は8月中で、以後減少する。

早生種では新梢の伸長期が防除の重点期。新梢の伸長が停止すると果実への食入が増え、中
生・晩生種が被害をうける。果実への食入が多くなり、第２世代が孵化幼虫期を迎える７月
上旬頃に防除。
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越冬世代
第１世代　 第２世代　第３世代

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　 ９ 　 10 11

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
３ 　 ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７ 　 ８ 　 ９

新梢が心折れ
となる

虫糞を果外に
あまり排出し
ない

※モモの果実に食入するシン
クイムシ類は、他にモモシン
クイガ、モモノゴマダラメイ
ガの幼虫がいる。モモノゴマ
ダラメイガは粒状の虫糞を果
外に強く排出するのが特徴

▲ ▲ ▲ ▲

［ナミハダニ］
葉は巻かず、葉表が
小さなカスリ模様と
なって退色。葉裏に
体長0.5mmくらいの
黄緑色の虫が寄生

［モモサビダニ］
葉の表面が
銀色に光る

［カンザワハダニ］
主に葉裏に
寄生する。
葉表にカス
リ状の小白
斑ができる

［クワオオハダニ］
葉の表裏に寄生
する。葉表に白
点が連なった線
状痕ができる

▲ ▲▲ ▲

［症状］

［発生生態］
十分に成長した幼虫が、枝幹の粗皮の割れ目などで越
冬する。4月から蛹化を始め、5月上旬頃には成虫が発
生する。成虫は新梢や葉裏に転々と産卵し、孵化する
と新梢の内部を食害する。最初の２世代ぐらいは新梢
を食害し、心折れさせるが、その後は果実へ食入する
という世渡り上手。

この虫にクローズ・アップ③

ナシヒメシンクイ

この虫にクローズ・アップ④

ナミハダニ

［症状］ナミハダニと、モモでよく見かける他のダニ類

［発生のピークと防除のタイミング］

［発生のピークと防除のタイミング］
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そ
し
て
、
ト
ラ
ッ
プ
を
観
察
し
つ
づ
け
て
い

る
と
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
は
、
七
月
と
八
月
の
後

半
に
一
気
に
増
え
て
く
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

私
は
通
常
、
農
薬
の
濃
度
を
一
二
〇
〇
〜
一

五
〇
〇
倍
と
薄
め
に
し
て
農
薬
代
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ラ
ッ
プ

に
か
か
っ
た
虫
の
う
ち
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
が
三

割
を
超
え
た
ら
、
こ
の
と
き
ば
か
り
は
一
〇
〇

〇
倍
と
い
う
基
準
濃
度
に
戻
し
て
効
果
を
高
め

ま
す
。一
〇
ａ
当
た
り
の
散
布
量
も
増
や
し
て
、

三
〇
〇
〜
四
〇
〇
l
に
し
て
十
分
に
散
布
し
ま

す
。葉

色
を
確
保
し
て

ア
ブ
ラ
ム
シ
よ
け

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
、
農
薬
散
布
以
外
の
防
除

法
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

例
と
し
て
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
場
合
、
年
に

六
〜
七
回
発
生
し
ま
す
。
た
だ
、
第
三
回
目
の

発
生
の
時
（
五
月
上
旬
）
は
、
農
薬
散
布
と
は

少
し
違
っ
た
防
除
を
し
ま
す
。

満
開
一
カ
月
後
の
連
休
明
け
頃
に
、
五
枚
目

の
葉
の
色
が
少
し
淡
い
よ
う
だ
っ
た
ら
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
耕
種
的
防
除
と
し
て
、
チ
ッ
ソ
主
体

の
も
の
（
尿
素
や
硫
安
な
ど
）
を
五
〇
〇
〜
一

〇
〇
〇
倍
液
に
し
て
、
反
当
五
〇
〇
l
（
樹
一

本
当
た
り
一
五
〜
一
六
l
）
土
壌
か
ん
注
し
ま

す
。
す
る
と
、
葉
色
が
濃
く
十
分
緑
色
に
な
り
、

葉
の
表
面
を
ツ
ル
ツ
ル
に
す
る
こ
と
で
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
が
来
て
も
葉
に
と
ま
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
こ
の
時
期

に
や
る
や
ら
な

い
で
、そ
の
後
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
を

は
じ
め
、
虫
の

出
方
が
だ
い
ぶ

変
わ
り
ま
す
。

と
く
に
四
〜
五

月
が
平
年
よ
り

乾
燥
気
味
の
場
合
、
こ
の
方
法
は
効
果
が
あ
り

ま
す
。

以
上
、
品
種
に
よ
っ
て
違
い
は
い
ろ
い
ろ
と

あ
り
ま
す
が
、
一
年
の
う
ち
、
約
半
年
（
六
カ

月
間
）
観
察
す
る
だ
け
で
す
。
こ
れ
ら
を
毎
年

繰
り
返
し
て
、
自
分
な
り
の
生
育
お
よ
び
栽
培

カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
る
の
で
す
。

今
、
農
薬
の
散
布
回
数
は
年
間
を
通
し
一
四

回
で
す
が
、
今
後
、
モ
モ
の
値
段
が
二
倍
に
な

る
時
代
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
せ
め
て

農
薬
代
だ
け
は
二
分
の
一
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。（

福
島
県
福
島
市
飯
坂
町
平
野
字
中
原

四
一
―
九
）
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アブラムシの天敵①
テントウムシ（写真は幼虫）。畑
で見かけたら保護しよう（＊）

アブラムシの天敵②
クサカゲロウの卵（＊）

広告
たて
1/9


